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琉球大学教育学部教育実践研究指導センター紀要第１号1993年10月

教育実習に関する調査研究（第１報）

－４年次を対象として－

新里里春＊上原盛文＊＊米盛徳市＊＊＊

（1993年６月30曰受理）

当附属教育実践研究指導センター（以下実践センターと略記）の事業の一つに「教育実践に関する研究」

がある。本報告はその事業の一環であると同時に、将来、実践センターが学部の教育実習に関わる可能性

や可能な領域を模索・検討するデータとして活用する目的でこの研究は行われた。しかし、いろいろな理

由で実践センター紀要の発刊が延び延びとなり、本報告が九州地区教大協で報告（平成２年）されてから

これまでの間に、学部では教育実習に関する改革が検討され、実習の段階にはいった。その改革は大きく

分けて三点にある。その一つは「事前・事後指導」の単位化と、実習の学年を４年次から３年次に下げた

こと。そして実習を附属学校のみで行うことである。改革の論議にこのデータがあまり生かされなかった

感を否めないが、この機会に資料としてここに報告することは意義があると思う。

１．対象と調査方法

対象は平成元年６月に実習を終了した本学部

学生である。調査は平成元年９月の事後指導の

時限に参加者全員に実施した。調査に協力した

学生は、小学校課程男子17名、女子59名、中学

校課程男子11名、女子15名であった。調査用紙

は福島大学教育実践研究紀要第４号別冊61ペー

ジ所収の資料を本学部用に改定し用いた。質問

項目は各表に示されるとおりである。調査方法

は学生に調査目的を述べ、了解を得た上で無記

名で実施した。

机上の勉強をいくらしても、又、ビデオ等で観

察しても体感できないものを感じ取り理解する

ことが実習の目的の一つでもある。学生の反応

は、妥当なものであり、この教訓を将来どう生

かすかの課題を与えられたといえる。しかし、

その課題を４年次で与えられることと３年次で

与えられることの教育的意義を検討することは

学部の課題といえよう。これと同じ程度に回答

が多かったのは、（実習によって）子どもの実

態を理解することができたことであった。実習

は教師と子どもについての理解が体験的に深ま

る機会といえよう。これは1980年に当学部の教

官を対象とした意識調査('１で示されたことと一

致している。すなわち、教員は学生に対して

｢児童・子供についての深い理解や、子供と遊

んだり、交じわりあう能力」を一位に挙げたこ

と、学生自身もそれを意識して実習にのぞんで

いるといえよう。これらの意識は同時に第３位

に挙げた実習が、教師観や教師としてのアイデ

ンティティの芽が開花し教職に対する意識が高

まることになるので意義深いといえよう。実習

２．結果と考察

本報告では、男・女別そして全体の粗点とパー

セントを示してあるが、結果と考察では全体の

パーセントが高い順に三位までを取り上げるこ

とにした。

表１－１は教育実習の意義についての小学校

課程実習生の回答である。それによると、教育

実習の意義は３点に絞られるようだ。その一つ

は、教師の仕事を肌で感じ理解したことである。

*琉球大学教育学部（教育心理学科）＊＊琉球大学教育学部（技術教育科）

＊＊＊琉球大学教育学部附属教育実践研究指導センター
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形成にも影響を与えるものとして高く評価され

ているし、それゆえに、実習のあり方は常に検

討を加え、評価の対象にすることは学部の重要

な責務である。

(よ、他の学習形態にも等しく言えることではある

が、その体験者が全身的に参画する学習であり、

自己投入が高い学習の形態といえよう。このよう

な学習の形態は、自己と対象者、そして指導者

との関係を質的に高め、自己のアイデンティティ

表１－１教育実習で有意義だったこと（３選択）－小学校課程

ことを挙げた。小学校で第３位に挙げられてい

た教職への意欲の高まりを第４位に挙げていた。

中学校課程の特に女子にみられる充実感と小学

校男・女の充実感の程度に差が見られるのは何

に起因するのかを知ることは、今後の学部のカ

リキュラムを検討する上で重要になるものと考

えられる。

表１－２は教育実習に参加して有意義だった

ことについて、中学校課程の実習生が回答した

ものである。この質問に対する中学校課程男・

女のトップも、小学校課程男・女のそれと同様、

教師の仕事を理解することができたことと、子

供の実態を理解することができたことであった。

第３に、小学校では10％程度であったものが１７

％台で、毎曰充実した生活を送ることができた

表１－２教育実習で有意義だったこと（３選択）一中学校課程

－１３４－

質問事項 男 女 計

１教師の仕事を理解することができたこと 11(2157％） 35(19.77％） 46(2018％）

２毎日充実した生活を送ることができたこと 4(7.84％） 21(1186％） 25(1096％）

３実際に教師になったつもりで授業をすることができたこと 4(7.84％） 6(3.39％） 10(439％）

４大学で学習したことが実地に生かせたこと O(0％） 1(056％） 1(Ｍ4％）

５教材研究の方法・視点、授業案のかき方がわかってきたこと 2(392％） 14(7.91％） 16(702％）

６教職に対する意欲が高まったこと 11(21.57％） 32(1808％） 43(1886％）

７子どもの実態を理解することができたこと 10(1961％） 36(203ｲ%） 46(20.18％）

８多くの先生方の指導が受けられたこと 7(1373％） 25(1412％） 32(1404％）

９他校参観によって他校の実態が理解できたこと 2(3.92％） 7(3.95％） 9(395％）

総計 51人 177人 228人

質問事項 男 女 計

１教師の仕事を理解することができたこと 7(2121％） 11(24.44％） 18(2308％）

２毎曰充実した生活を送ることができたこと 4(1212％） 9(20.00％） 13(1667％）

３実際に教師になったつもりで授業をすることができたこと O(0％） 2(4.44 %） 2(256％）

４大学で学習したことが実地に生かせたこと 1(303％） O(０％） 1(128％）

５教材研究の方法・視点、授業案のかき方がわかってきたこと 2(606％） 4(8.89％） 6(7.69％）

６教職に対する意欲が高まったこと 4(12.12％） 7(1556％） 11(1410％）

７子どもの実態を理解することができたこと 7(2121％） 8(17.78％） 15(1923％）

８多くの先生方の指導が受けられたこと 6(1818％） 3(667％） 9(11.54％）

９他校参観によって他校の実態が理解できたこと 2(606％） 1(222％） 3(3.85％）

総計 33人 45人 78人



表２－１は、教育実習に参加して楽しかった

ことを示している。男・女とも－位に挙げたこ

とは、「子供と話したり、遊んだりしたこと」

であった。学校教師が子供との遊びに楽しみを

見いだすことは素晴らしいことであろう。実習

性の反応は正にそれを反映していた。一方、実

習生は授業中に子供がよく反応してくれたこと

も楽しみの一つに挙げていた。子供の手ごたえ

'よ自分の授業法・指導案の妥当性を支持するサ

インとして正当な楽しさといえよう。第２位に

挙げた楽しみは、将来一緒に勤務するであろう

教師と知りあいになったことを挙げていた。こ

れと同レベルに実習生同士のつながりの深まり

を指摘していた。このことは、不慣れな状況で

の同僚や先輩のサポートがいかに重要なことで

あるかを示している。

表２－１教育実習で楽しかったこと（２選択）－小学校課程

表２－２は、中学校課程で教育実習に参加し

て楽しかったことを粗点とパーセントで示して

いる。中学校課程の場合も小学校課程と同様に、

子供と話したり、遊んだりしたことの楽しみを

トップに挙げていた。２位には学校行事に参加

できたことを挙げていた。小学校と比し、専門

教科の先生との交流が主体の中学校課程は多く

の先生とは知りあいになれなかったのか、選択

肢６の「多くの先生方とは知りあいになれたこ

と」は順位が下がった。これと連動して「学校

行事に参加できたこと」は小学校課程とは異なっ

ていた・次に、「教育実習生同士のつながりの

深まり」を挙げたのは男子学生で、「子供がよ

く反応してくれた」を挙げたのは女子学生であっ

た。中学校課程は男・女間に楽しみの違いが見

られたが、これが何を意味するのかの考察は難

しい。データだけからいえることは、男子学生

は教授法よりも教育実習生同士のつながりに重

きを置き、女子学生は教授法に対する生徒のフィー

ドバック、あるいは指導案の評価に重きを置い

ていた。

表２－２教育実習で楽しかったこと（２選択）－中学校課程

－１３５－

質問事項 男 女 計

l子どもと話をしたり遊んだりできたこと 15(44.12％） 54(45.76％） 69(45.39％）

２授業中、子どもがよく反応してくれたこと 5(1471％） 19(16.10％） 24(15.79％）

３教育実習生同士のつながりが深まったこと 6(17.65％） 13(11.02％） 19(12,50％）

４学校行事に参加できたこと 3(8.82％） 10(847％） 13(8.55％）

５クラブ活動や部活動に参加できたこと O(0％） 2(169％） 2(1.32％）

６多くの先生方と知り合いになれたこと 5(1471％） 20(1695％） 25(1645％）

総計 34人 118人 152人

質問事項 男 女 計

l子どもと話をしたり遊んだりできたこと 8(36.36％） 12(4000％） 20(28.46％）

２授業中、子どもがよく反応してくれたこと O(0％） 5(1667％） 5(9.62％）

３教育実習生同士のつながりが深まったこと 4(18.18％） 2(667％） 6(1Ｌ54％）

４学校行事に参加できたこと 6(27.27％） 8(2667％） 14(2692％）

５クラブ活動や部活動に参加できたこと 2(909％） 1(3.33％） 3(5.77％）

６多くの先生方と知り合いになれたこと 2(9.09％） 2(667％） 4(7.69％）

総計 22人 30人 52人



三位は「教育実習の期間中、ずつと緊張が続い

鰐:熟:鱗三
ことである。一方、この緊張がマイナスの不要

なものならば､その原因を明らがにし､事前指
導案の改善を検討しなければならない。

表３－１は小学校課程の教育実習中につらかつ

たこと、困ったことを選択肢別に粗点とパーセ

ントで示してある。合計のパーセントが最も高

かったのは、「教材研究や教育実習録の記録等

に夜遅くまで時間がかかったこと」を一位に挙

げ、二位には「早起きしなければならなかった

こと」を挙げた。これは曰常の学生生活がそれ

ほど労力を要さないことからきた反動であろう。

表３－１生活の変化に伴ってつらかったこと、困ったこと（３選択）－小学校課程

表３－２は中学校課程の学生の実習中につらげられていた項目であり、これがポジティブに

かつたこと、困ったことの男女の合計の結果で作用するかネガティブに作用するかは個人的に

ある｡中学校課程も小学校課程とほぼ同様で、異なるであろう｡小学校課程と､､違いは､｢忙
選択肢が１と２が一位であるのに加えて「忙ししく私用が果たせなかったこと」が上位にきた

くて私用が果たせないこと」も一位に挙げられことである。中学校課程の学生が、小学校課程

ていた･二位には特に女子において｢帰り時刻の学生よりも私用が多かったせ('､か､両者の実
の遅さ」を挙げていたが、これと同程度に「教習への取り組みや参加度の違い}｡よるのか、そ

育実習期間中、ずっと緊張が続くこと」を挙げれとも別の要因によるのかは定かでない。

た。実習中の緊張は、小学校課程でも三位に挙

表３－２生活の変化に伴ってつらかったこと、困ったこと（３選択）－中学校課程

－１３６－

質問事項 男 女 計

１教材研究や教育実習録の記入等に夜おそくまで時間がかかったこと 10(20.41％） 52(30.25％） 62(28.05％）

２早起きをしなければならなかったこと 11(2245％） 35(2035％） 46(2081％）

３身体の調子をくずしたり、病気になったこと 3(612％） 13(756％） 16(724％）

４教育実習期間中、ずっと緊張がつづいたこと 6(1224％） 24(1395％） 30(13.57％）

５忙しくて私用(歯医者､郵便局､銀行など)が果たせなかったこと 8(1633％） 20(1１６３9.i） 28(1267％）

６出費がふえたこと 3(612％） 6(349％） 9(407％）

７通勤の時間や方法に苦労したこと 5(1020％） 7(407％） 12(5.43％）

８帰りの時刻がおそかったこと 3(612％） 15(8.72％） 18(814％）

９毎曰弁当のことを心配しなければならなかったこと O(0％） o(o％） O(0％）

総計 49人 172人 221人

質問事項 男 女 計

１教し研究や教育実習録の記入等に夜おそくまで時笥がかかったこと 4(1481％） 9(2195段 ） 13(19.12％）

２早起きをしなければならなかったこと 5(18.52％） 8(1951％ ） 13(1912％）

３身体の調子をくずしたり、病気になったこと O(0％） O(0％） O(0％）

４教育実習期間中、ずっと緊張がつづいたこと 4(1481％） 5(12209（ ） 9(13.64％）

５忙しくて私用(歯医者､郵便局､銀行など)が果たせなかったこと 5(1852％） 6(1463％ ） 1１（1918％）

６出費がふえたこと 2(7.41％） 2(488％） 4(588％）

７通勤の時間や方法に苦労したこと 4(1481％） 4(9.76％） ８(1Ｌ76％）

８帰りの時刻がおそかったこと 2(7.41％） 7(17079イ ） 9(1364％）

９毎日弁当のことを心配しなければならなかったこと 1(370％） O(0％ ） 1(147％）

総計 27人 41人 68人



表４－１は、小学校課程の教育実習生として

授業にあたってつらかったことを、１１の選択肢

から４項目選択させた中で、トップに挙げたも

のを示してある。男・女合計の一位は「教材研

究の時間が十分にとれなかったこと」と、「教

科に関する専門的な知識が不足していたこと｣、

｢教材研究に当たって子供の実態がよく把握で

きていなかったこと｣、そして「授業案や教育

実習録を書くこと」をほぼ同率で挙げた。

表４－１授業に当たってつらかったこと、困ったこと（４選択）－小学校課程

表４－２は、中学校課程の教育実習生として

授業にあたってつらかったことの回答である。

第一に困ったことは「教材研究に当たって子供

の実態がよく把握できていなかったこと」を挙

げた。その傾向は特に男子学生に強かった。子

どもを理解していないと、どんな教材を準備す

ればよいのか分からないということは至極当た

り前のことであるが、この回答はその当たり前

のことを克服するのにどんな努力をしたか、そ

の結果がどれだけ理解でき、どれだけできなかっ

たかは分からない。近年、文部省は「自己教育

力」を唱えているが、教育学部では、将来の教

員にどのような自己教育力の向上作を練り、実

行しているのだろうか。教員の卵が自己教育力

がなければ将来はお寒い限りである。第二位に

は「教材研究の時間が十分に取れなかったこと」

を挙げ、ここでも教材との関係が明らかになっ

た。これらの結果は、学生たちが大学を離れて、

いかに教材研究に苦労したかが伺える。

ところで、時間の問題は男子よりも女子に圧

倒的に多かった。この11頂位は男・女が逆になっ

ていた。これらは男子が生徒理解に苦労し、女

子が時間の足りなさに困惑していることを示し

ているが、何故そうなのかはあきらかでない。

第三位については、人数が余りにも少ないの

で、表を参照していただくことだけにとどめた

い。

1３７

質問事項 男 女 計

１教フｵ研究の時間が十分とれなかったこと 1１（16.42％） 42(19.27％） 53(1860％）

２教 ｵ研究の進め方がよくわからなかったこと 3(448％） 12(550％） 15(5.26％）

３教材研究のための資料が思うように見つからなかったこと 5(7.46％） 21(9.63％） 26(9.12％）

４教材研究に当たって子どもの実態がよく把握できていなかったこと 13(19.40％） 38(17.43％） 51（1789％）

５授業案のたて方が良くわからなかったこと 5(7.46％） 11(505％） 16(561％）

６授業案作成に当たって指導教官に十分な指導が得られなかったこと 1(1.49％） 12(5.50％） 13(456％）

７授業案や教育実習録を書くこと 12(1791％） 35(1606％） 47(16.49％）

８授業が終わってから､子どもから｢授業がよくわからなかった｣といわれたこと l(149％） 3(138％） 4(140％）

９教科に関する専門的な知識が不足していたこと １４(2090％） 38(17.43％） 52(1825％）

１０教育機器の使い方がよくわからなかったこと 0(0％） 4(183％） 4(140％）

１１言葉に誹りがあってひけ目を感じたこと 2(299％） 2(092％） 4(140％）

総計 67人 218人 285人



表４－２授業に当たってつらかったこと、困ったこと（４選択）一中学校課程

学部は認識し、これらの学生が自信を失わない

ようにフォローすることは大事なことである。

が鰯澆乏禰'ii蓬二巽干裳
機器の使い方がよく分からなかった」である。

'980年に実施した｢琉球大学における教員養成
の意識分析(2)」によると、学校現場の教師が

カリキュラムで強化、拡充すべき領域として、

｢授業論､特別活動指導､そして視聴覚機器教
育」を挙げていたことである｡あれから13年、

学生たちはコンピュータやテレビ世代となり、

この種の機器にはほとんど抵抗なく入れている
のではなかろうか。これに何らかの貢献をして

いるのは、実践センター提供の授業（教材製作、

教育情報処理）であるのかもしれない。

表５－１は、小学校課程の学生の、自分の

(教壇）自習でつらかったこと、困ったことを

示している。最も高値を示したのは「子どもの

反応をよく理解できなかったこと」である。本

調査で一貫して示していることは、学生たちが

生き物の生徒を前にして、如何に児童理解に四

苦八苦しているかが伺える。次に多かったのは、

｢子どもに自分の意図が伝わらなかったこと｣、

｢子どもからの質問に適切に対処できなかった

こと｣、そして「子どもが予想した反応をして

くれなかったこと」である。これらは至極当然

な回答であるといえよう。小学校生といえども

生身の人間であることを再認識したにちがいな

い。教師はこのような苦闘を繰り返しながら良

き教師になっていくのであろう。中には選択肢

１と２のような状態に陥った学生がいることも

表５－１自分の授業でつらかったこと、困ったこと（２選択）－小学校課程

－１３８－

質問事項 男 女 計

１教材研究の時間が十分とれなかったこと 3(1000％） １０(27.0〔 |％） 13(19.40％）

２教材研究の進め方がよくわからなかったこと 1(3.33％） 2(541％） 3(4.48％）

３教材研究のための資料が思うように見つからなかったこと 3(10.00％） 5(135]％） 8(11.94％）

４教材研究に当たって子どもの実態がよく把握できていなかったこと 9(30Ｍ％） 8(2162 ％） 17(25.37％）

５授業案のたて方が良くわからなかったこと 3(1000％） 0(0％） 3(4.48％）

６授業案作成に当たって指導教官に十分な指導が得られなかったこと 1(333％） 2(5411％） 3(448％）

７授業案や教育実習録を書くこと 3(10.00％） 6(1622%） 9(1343％）

８授業が終わってから､子どもから｢授業がよくわからなかった｣といわれたこと 2(667％） O(0％） 2(299％）

９教科に関する専門的な知識が不足していたこと 3(1000％） 3(8111％） 6(8.96％）

１０教育機器の使い方がよくわからなかったこと O(0％） 1(27('%） 1(149％）

１１言葉に誰りがあってひけ目を感じたこと 2(6.67％） O(0％） 2(2.99％）

総計 30人 37人 67人

質問事項 男 女 計

lどのように授業を進めたらよいかわからなくなったこと 2(588％） 15(13.64％） 17(11.81％）

２収拾がつかなくなってしまったこと 2(588％） 14(1273％） 16(1111％）

３子どもの反応をよく把握できなかったこと 9(2647％） 24(2182%） 33(2292％）

４子どもからの質問に適切に対処できなかったこと 7(2059％） 18(1636％） 25(17.36％）

５子どもに自分の意図がよく伝わらなかったこと ８(23.59％） 19(17.27％） 27(1875％）

６子どもが予想した反応をしてくれなかったこと 6(17.65％） 20(1818％） 27(1875％）

総計 34人 110人 144人



表５－２は、中学校課程の学生の、自分の

(教壇）自習でつらかったこと、困ったことを

示している。第一位は「子どもに自分の意図が

よく伝わらなかったこと」と「子どもの反応を

よく理解できなかったこと」である。次に高値

を示したのは「子どもが予想した反応をしてく

れなかったこと」であった。中学校の場合は人

数の制限はあるが、小学校に比し選択肢１，２

が少なかった。これは、専門を深めることが、

授業の技術はもとより生徒把握に欠けることを

示しているのだろうか。

表５－２自分の授業でつらかったこと、困ったこと（２選択）－中学校課程

分からなかった」ことである。これも第一位と

同じく生徒指導の領域であるが、これらは担任

教師との役割分担が明確になかったことによる

ことも有り得るので、実習に当たっては、実習

中は担当学級の生徒に対しては担任と変わりな

く責任を負うことを自覚するのか、それとも一

切責任なく「御客様」として機能していいのか

を明確にした後、適切な指導法を行使する訓練

を受けないといけないであろう。

次に高値を示したのは、「子どもの気持ちや

行動をよく把握できなかったこと」である。こ

こでもキーワードである「子ども理解」が挙げ

られた。この種の問題意識を持つことは、学生

たちが生徒理解の必要性を認識していることを

示すものであり、実習の目的が果たされている

といえよう。

表６－１は、小学校課程の学生の、授業以外

に子どもとの曰常的な接触や生活の中でつらかっ

たこと困ったことを示している。最も多い反応

は、いわゆる生徒指導の領域で「子どもを注意

したり叱ったりする方法やタイミングがよく分

からない」ことである。学生たちはこの領域の

教育をどこで受けたのであろうか。親が教えた

通りにすることはたやすいが、それはプロのす

ることではない。学生が困ることは当然なこと

である。もし教育学部の教育に不足があるとす

ればこの領域ではなかろうか。この領域はとて

も重要でありながらないがしろにされているき

らいがある。それはきっと専門家がいないから

だろう。今後の検討課題の筆頭に挙げるべきで

あろう。次に多かったのは「掃除のときなどに

どのように子どもに接したり指導したら良いか

－１３９－

質問事項 男 女 計

１どのように授業を進めたらよいかわからなくなったこと 1(5.88％） 1(5.00％） 2(5.41％）

２収拾がつかなくなってしまったこと 1(588％） 1(5.00％） 2(5.41％）

３子どもの反応をよく把握できなかったこと 5(29.41％） 5(25.00％） 10(27.03％）

４子どもからの質問に適切に対処できなかったこと O(0％） 3(15.00％） 3(811％）

５子どもに自分の意図がよく伝わらなかったこと 6(35.29％） 5(25.00％） 11(29.73％）

６子どもが予想した反応をしてくれなかったこと 4(2353％） 5(25.00％） 9(24.32％）

総計 17人 20人 37人


































